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元気と笑顔があふれるまち

農
産
物
・
特
産
物
や
文
化
資
源
な
ど
の
魅
力
が
い
っ
ぱ
い

香
取
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

ふるさとフェスタさわら2010

▲ホクホクした食感を求め、焼きいもファンが大集合

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会
場

小
江
戸
さ
わ
ら
元
気
市

地
元
食
材
を
使
っ
た
商
品
の
販

売
／
佐
原
小
学
校
ス
テ
ー
ジ
／

お
笑
い
タ
レ
ン
ト
シ
ョ
ー
／
抽

選
会

食
の
文
化
祭
＆
商
工
業
振
興
祭

地
場
産
品
販
売
／
乳
搾
り
体
験

／
丸
太
切
り
大
会
／
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
遊
覧

食
＆
ふ
る
さ
と
発
見
！

コ
ン
ク
ー
ル

小
・
中
学
生
に
よ
る
、
ふ
る
さ

と
佐
原︵
香
取
市
︶の
ポ
ス
タ
ー

展
、
自
由
研
究
展

健
康
づ
く
り
大
会

歯
科
相
談
や
骨
密
度
測
定
、
食

生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
地
元

産
食
材
を
使
っ
た
料
理
の
試
食

と
レ
シ
ピ
の
無
料
配
布
。

正
し
い
消
費
生
活
展

消
費
生
活
相
談
や
年
金
・
労
務

相
談

子
ど
も
会
ま
つ
り

模
擬
店
、
芋
版
づ
く
り
体
験
や

昔
の
遊
び
体
験

守
ろ
う
！
交
通
ル
ー
ル
・
環
境
展

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
レ
ジ
袋

削
減
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
地
球
温

暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
飲

酒
運
転
危
険
性
体
験
メ
ガ
ネ
着

用
体
験

本
や
雑
誌
を
リ
サ
イ
ク
ル

佐
原
中
央
図
書
館
で
所
蔵
し
て

い
た
本
や
雑
誌
を
無
料
提
供

︵
9
頁
参
照
︶

遊
歩　

小
江
戸
さ
わ
ら
周
遊
ハ

イ
キ
ン
グ

■
時
間　

8
時
30
分
～
15
時

■
コ
ー
ス　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
会
場
↓
観
光
施

設
↓
香
取
街
道
↓
小
野
川
周
辺

の
町
並
み
↓
佐
原
駅
前
会
場

︵
約
10
㎞
︶

■
参
加
費　

無
料

■
参
加
特
典　

中
継
地
点
で
プ

レ
ゼ
ン
ト
／
ゴ
ー
ル
の
駅
前
会

場
で
も
ち
の
配
布
・
抽
選
会

消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
し
ご
車
乗
車
体
験
・
消
防
ふ

れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
・
救
急
コ
ー

ナ
ー

我
が
家
の
耐
震
無
料
相
談
会

■
時
間　

10
時
～
15
時

佐原商工会議所青年部が地元食材をふんだ
んに使ってガッツリした茶漬け「さらさら
さわら茶漬け」を新発売。甘辛く煮込んだ
合挽き肉を香ばしく焼いたおにぎりの上に
のせ、あつあつのだし汁をかければ、心も
体も温まり香取のおいしさ再発見！

伊能忠敬関係資料国宝指定記念講演会　～国宝を知る　国宝を生かす～
■日時　11月28日㈰　13時30分～15時30分
■場所　佐原中央公民館₃階大会議室
■講師　佐々木利和氏（北海道大学アイヌ・先住民研究センター教授）
■定員　100人（先着順）　■参加費　無料
伊能忠敬記念館　☎（54）1118

香取のふるさとまつり共通イベント
歩測の達人大会
郷土の偉人「伊能忠敬」にちなんだ歩測大会
伊能忠敬測量器具のレプリカ展示
ふるさとフェスタさわら運営委員会

（農政課内）☎（50）1258

伊能忠敬関係資料国宝指定記念イベント

日
本
一
の
焼
い
も
広
場

特
産
品
で
あ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
の

﹁
ベ
ニ
コ
マ
チ
﹂
約
5
t
︵
約

1
6
0
0
0
本
︶
を
、
1
5
0

カ
所
の
籾
殻
の
山
で
ゆ
っ
く
り

焼
き
上
げ
、
焼
き
い
も
に
し
て

無
料
配
布

■
開
放
時
間　

10
時
30
分
、
正

午
、
13
時
30
分
の
3
回
を
予
定

巨
大
セ
イ
ロ
に
よ
る

“
ふ
か
し
い
も
＂

1
・
8
ｍ
四
方
の
5
段
の
巨
大

セ
イ
ロ
に
よ
る
、
サ
ツ
マ
イ
モ

の
﹁
ベ
ニ
ア
ズ
マ
﹂
約
2
ｔ
を

蒸
し
い
も
に
し
無
料
配
布

関
東
最
大
級
の

栗
源
流
大
鍋
豚
汁

栗
源
産
房
総
ポ
ー
ク
Ｃ
な
ど
地

元
の
食
材
を
使
用
し
、
直
径
約

2
ｍ
の
大
鍋
で
豚
汁
に
し
て
約

栗源のふるさといも祭

■日時　11月20日㈯
　　　　18時30分～
■場所　栗源運動広場
■内容　�18時30分～　ミニ

コンサートなど
　　　　�20時～　火起こし、

火入れ式
　特設のいも神社前で、祭
の成功と焼いも広場の作業
開始を告げる儀式として、
火きり弓と火きり臼で火を
起こし、日本一の焼いも広
場に火を入れる

11月21日㈰（雨天時23日㈷）
₉時～15時30分　栗源運動広場

11月28日㈰（雨天決行）　₉時～15時
コミュニティセンター・佐原駅前会場

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館
2

階
第
1
研
修
室

佐
原
駅
前
会
場

佐
原
駅
前
通
り
歩
行
者
天
国

佐
原
中
学
校
ス
テ
ー
ジ
／
各
種

団
体
に
よ
る
演
奏
や
ダ
ン
ス
の

披
露
／
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
／
小

江
戸
佐
原
の
骨
董
市
／
模
擬
店

11
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
、
市
営
駐
車
場
の

利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
市
営
駐
車
場
は
、
26

日
㈮
の
10
時
か
ら
入
場
が

制
限
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
さ
わ
ら
運

営
委
員
会
︵
農
政
課
内
︶

 

☎
（50）

1
2
5
8

さらさらさわら茶漬け登場

5
0
0
0
食
を
配
布

い
も
掘
り
体
験
広
場

さ
つ
ま
い
も
の
収
穫
体
験

約
6
0
0
0
株

お
宝
満
載
の
宝
船

地
元
の
特
産
品
を
山
積
み
に
し

た
宝
船
が
登
場

そ
の
他
も
イ
ベ
ン
ト
満
載

紅
白
も
ち
投
げ
︵
景
品
付
︶
／

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
／
地
元
農

産
物
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
・
販
売
、
模

擬
店
／
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

︵
う
す
30
基
の
特
大
も
ち
つ
き

大
会
な
ど
︶

問
い
合
わ
せ

栗
源
の
ふ
る
さ
と
い
も
祭
運
営

委
員
会
事
務
局
︵

ま
ち
づ
く

り
課
内
︶ 

☎
（75）

2
1
1
4

栗源のふるさといも祭

前夜祭

11
21㈰

11
28㈰ 日

本
一
！
焼
い
も

広
場

　…小見川区事務所　　…山田区事務所　　…栗源区事務所
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平
成
23
年
度
か
ら
都
市
計
画

税
の
税
率
と
課
税
区
域
が
変
わ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
合
併
前
の

旧
佐
原
市
と
旧
小
見
川
町
の
都

市
計
画
に
基
づ
き
、
異
な
る
税

率
と
課
税
区
域
を
、
市
と
し
て

統
一
す
る
た
め
に
見
直
す
も
の

で
す
。

　

こ
の
見
直
し
に
よ
り
、
引
き

続
き
都
市
計
画
税
が
か
か
る
区

域
、
今
ま
で
か
か
っ
て
い
た
が

平
成
23
年
度
か
ら
は
か
か
ら
な

く
な
る
区
域
が
あ
り
ま
す
。

■
都
市
計
画
税
の
税
率

▼
平
成
22
年
度
ま
で

　

旧
佐
原
市
区
域　

0
・
3
％

Q
都
市
計
画
税
と
は
？

Ⓐ
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
都
市
計

画
事
業
や
、
土
地
区
画
整

理
事
業
な
ど
の
市
街
地
開

発
事
業
に
必
要
な
費
用
に

充
て
る
た
め
の
税
金
で
す
。

・
税
率

　
0
・
2
％

・
税
額
の
計
算
方
法

　
税

額
＝
課
税
標
準
額
×
税
率

︵
0
・
2
％
︶

・
賦
課
期
日

　
毎
年
1
月

1
日
を
基
準
日
と
し
て
課

税・
納
付
方
法

　
固
定
資
産

税
と
併
せ
て
納
付

Q
税
率
と
課
税
区
域
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
る
ん
で
す

か
？

Ⓐ
税
率
は
、
0
・
2
％
に

都
市
計
画
税
の
税
率
と

課
税
区
域
が
変
わ
り
ま
す

都市計画税 Q＆A

▲小見川地区の課税区域図▲佐原地区の課税区域図

　

旧
小
見
川
町
区
域
0
・
2
％

▼
平
成
23
年
度
か
ら
0
・
2
％

に
統
一
し
ま
す
。

■
都
市
計
画
税
の
課
税
区
域

　

今
後
の
都
市
計
画
の
方
向
性

と
、
地
域
間
で
の
課
税
の
均
衡

を
図
る
観
点
か
ら
、
平
成
23
年

度
か
ら
は
、
都
市
計
画
法
に
基

づ
く
﹁
用
途
地
域
﹂﹁
下
水
道

認
可
区
域
﹂﹁
都
市
計
画
道
路

沿
線
﹂
と
、
こ
れ
ら
に
連
た
ん

す
る
区
域
を
課
税
区
域
と
し
ま

し
た
。︵
下
図
参
照
︶

■
都
市
計
画
税
の
課
税
対
象

　

課
税
区
域
内
に
所
在
す
る
土

地
お
よ
び
家
屋
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
課
税
区
域
内
の
土

地
で
あ
っ
て
も
、
一
般
の
田
・

畑
、
山
林
は
、
課
税
対
象
か
ら

除
か
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課 

☎
（50）

1
2
4
2

統
一
し
ま
す
。
今
ま
で

0
・
3
％
で
あ
っ
た
旧
佐

原
市
は
、
0
･
2
％
に
な

り
、
旧
小
見
川
町
は
今
ま

で
ど
お
り
0
・
2
％
と
な

り
ま
す
。

Q
都
市
計
画
区
域
と
は
？

Ⓐ
人
や
物
の
動
き
、
都
市

の
発
展
を
見
通
し
、
地
形

な
ど
か
ら
み
て
、
一
体
の

都
市
と
し
て
捉
え
る
必
要

が
あ
る
区
域
で
、
総
合
的

に
整
備
・
開
発
・
保
全
す

る
こ
と
が
必
要
な
範
囲
で

す
。︵
都
市
計
画
区
域
︶

　
具
体
的
に
は
、
都
市
計

画
区
域
を
対
象
に
、
土
地

の
使
い
方
・
建
物
の
建
て

方
な
ど
の
土
地
利
用
の

ル
ー
ル
︵
用
途
地
域
︶、

道
路
や
公
園
な
ど
の
施
設

︵
都
市
施
設
︶
の
配
置
を

定
め
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。 

Q
用
途
地
域
と
は
？

Ⓐ
土
地
利
用
に
関
す
る
都

市
計
画
の
1
つ
で
、
都
市

計
画
区
域
で
、
計
画
的
に

都
市
的
土
地
利
用
を
行
う

区
域
に
指
定
し
ま
す
。

　
用
途
地
域
は
、
住
居
、

商
業
、
工
業
な
ど
に
分
け

ら
れ
、用
途
地
域
ご
と
に
、

建
て
ら
れ
る
建
物
、
建
て

ら
れ
な
い
建
物
な
ど
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
都
市
計
画
区
域
お
よ
び

用
途
地
域
の
問
い
合
わ
せ

は
都
市
計
画
課
ま
で

 

☎
(50)
1
2
1
4

【行政情報】

水郷大橋

　…小見川区事務所　　…山田区事務所　　…栗源区事務所 HP　　 …フリーダイヤル　　 …ファクス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレス

人
口
減
少
を
食
い

 

止
め
る
た
め
に

～
人
口
減
少
対
策

 

庁
内
検
討
チ
ー
ム
発
足
～

　

香
取
市
の
人
口
は
、
合
併

前
の
各
市
町
の
時
代
か
ら
減

少
傾
向
に
あ
り
、
こ
こ
数
年

は
そ
の
減
少
幅
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
は
、
住
民
生

活
に
お
け
る
活
力
の
低
下
を

招
く
ば
か
り
で
は
な
く
、
市

税
な
ど
の
減
収
に
つ
な
が
る

も
の
で
、
地
域
の
担
い
手
不

足
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
が
困
難

に
な
る
な
ど
、
地

域
や
市
政
の
運
営

に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
力

の
減
少
な
ど
、
地

域
経
済
に
と
っ
て

も
深
刻
な
問
題
で

す
。

　

こ
の
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け

る
施
策
を
積
極
的

に
検
討
す
る
た
め
、

市
役
所
内
に
﹁
人

口
減
少
対
策
庁
内

検
討
チ
ー
ム
﹂
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

検
討
チ
ー
ム
は
、

若
手
・
中
堅
職
員

を
中
心
と
し
た
メ

ン
バ
ー
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

有
効
な
施
策
を
つ
く
り
あ

げ
て
い
く
た
め
、
今
後
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に
よ
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聞
き
し
な
が
ら
、
進
め
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

企
画
政
策
課

 

☎
（50）

1
2
0
6

人口
(各年４月)

合計
増減数

自然
動態

出生数 死亡数
社会
動態

転入数 転出数

H21 83,639 ▲　879 ▲ 465 540 1,005 ▲ 414 1,971 2,385

H20 84,509 ▲1,133 ▲ 502 573 1,075 ▲ 631 2,043 2,674

H19 86,015 ▲1,144 ▲ 543 506 1,049 ▲ 601 2,305 2,906

H18 86,828 ▲　946 ▲ 394 561 955 ▲ 552 2,431 2,983

◆常住人口の推移◆

※常住人口：市内に常住している人口　自然動態：出生数－死亡数
　社会動態：転入数－転出数
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市
で
は
、
重
要
な
政
策
な
ど

を
策
定
す
る
際
に
、
そ
の
案
を

公
表
し
て
意
見
を
募
集
し
、
寄

せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
を
考
慮
し

て
意
思
決
定
を
行
う
﹁
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
﹂
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
基
づ
き
、
次
の

と
お
り
意
見
募
集
を
行
い
ま
す
の

で
、
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

意
見
募
集
す
る
事
業

　

香
取
市
民
憲
章
︵
案
︶

市
民
憲
章
の
概
要

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
さ

れ
た
1
1
0
8
件
も
の
意
見
・

文
案
を
も
と
に
、
市
民
憲
章
検

討
委
員
会
に
お
い
て
市
民
憲
章

の
選
考
・
検
討
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
た
び
、
検
討
委
員
会
に

よ
る
市
民
憲
章
︵
案
︶
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

■
制
定
の
目
的

　

合
併
し
て
5
年
を
迎
え
る
香

取
市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
主
役
と
な
り
、
元
気
を
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
、
潤
い
と

安
ら
ぎ
の
あ
る
住
み
良
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市

民
共
通
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た

目
標
と
な
る
﹁
市
民
憲
章
﹂
の

制
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
構
成
と
内
容

　

案
は
、
前
文
と
5
か
条
の
主

文
で
構
成
し
、
主
文
は
、
親
し

み
や
す
く
、
音
読
し
や
す
い
簡

潔
な
文
章
と
し
て
い
ま
す
。

　

前
文
で
は
、
香
取
市
の
イ

メ
ー
ジ
と
市
民
憲
章
制
定
の
目

的
を
表
現
し
、
主
文
で
は
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
思
い
や
夢
、
願
い
な
ど
が

香取市民憲章（案）

　わたくしたちの香取市は、雄大

な利根の流れと肥沃な北総台地に

育まれ、香取の杜や古い町並みを

もつ、豊かな自然と長い歴史のあ

るまちです。

　わたくしたちは、この郷土を愛

し、伝統を守り、市民協働による

住みよいまちをつくるため、ここ

に市民憲章を定めます。

一、	 水や緑を大切にし、美しい

まちをつくります。

一、	 地域の歴史を大切にし、文

化の香り高いまちをつくります。

一、	 きまりを守り、平和で安心

なまちをつくります。

一、	 ともに学び、ともに働き、

活気あふれるまちをつくります。

一、	 お互いに助けあい、笑顔で

暮らせるまちをつくります。

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

募
集
の
期
間

　

11
月
15
日
㈪
か
ら
12
月
14
日

㈫
ま
で

資
料
の
公
表

　

総
務
課
お
よ
び
市
役
所
・
各

区
事
務
所
1
階
情
報
コ
ー
ナ
ー

で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
ま

す
。

提
出
方
法

　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
総
務
課
ま
で
持
参
し

て
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

用
紙
は
、
各
閲
覧
場
所
に
設

置
し
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

総
務
課

〒
2
8
7
︲
8
5
0
1

香
取
市
佐
原
ロ
2
1
2
7

☎
（50）

1
2
0
1

�

（52）
4
5
6
6

som
u@
city.katori.lg.jp

市
民
憲
章
へ
の

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
に
は
、申
請
し
、

承
認
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
﹁
保

険
料
免
除
︵
納
付
猶
予
︶
制
度
﹂

が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
免
除

（
納
付
猶
予
）
制
度
と
は

■
免
除
制
度

　

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
申
請
し
、
承
認
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付

が
全
額
免
除
、
ま
た
は
一
部
免

除
︵
一
部
納
付
︶
さ
れ
ま
す
。

◇
全
額
免
除
制
度

　

保
険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

◇
一
部
免
除
︵
一
部
納
付
︶
制
度

　

一
部
免
除
︵
一
部
納
付
︶
は

3
種
類
あ
り
ま
す
。
保
険
料
の

一
部
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
残
り
の
保
険
料
は
免
除
さ

れ
ま
す
。

　

保
険
料
の
一
部
を
納
付
し
な

い
と
、
未
納
期
間
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
・

配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
、
保
険
料
の
全
額
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
審
査
を
行
う
た
め
、
所

得
申
告
な
ど
を
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す

 

免
除
さ
れ
た
期
間
は

ど
う
な
る
の

■
追
納
制
度

　

保
険
料
の
全
額
免
除
︵
納
付

猶
予
︶
や
一
部
免
除
︵
一
部
納

付
︶
の
承
認
を
受
け
て
い
る
期

間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し

た
と
き
に
比
べ
て
、
将
来
受
け

る
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
期
間
は
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
あ
と
か
ら
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
期

間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、

3
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追

納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険

料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加

算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の

で
、
早
め
の
追
納
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

退
職
（
失
業
）
に
よ
る

特
例
免
除

　

退
職
︵
失
業
︶
に
よ
る
特
例

免
除
は
、
申
請
す
る
年
度
、
ま

た
は
前
年
度
に
退
職
︵
失
業
︶

の
事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
配
偶
者
・
世
帯
主
が

退
職
し
た
場
合
に
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
申
請
の
際
に
は
、

退
職
︵
失
業
︶
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
公
的
機
関
の
証

明︵
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

離
職
票
な
ど
︶
の
写
し
が
必
要

で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課　
　
　

☎
（50）

1
2
2
8

市
民
課　
　

☎
（82）

1
1
9
4

市
民
課　
　

☎
（78）

2
1
1
3

市
民
課　
　

☎
（75）

2
1
1
3

日
本
年
金
機
構
佐
原
年
金
事
務

所 

☎
（54）

1
4
4
2

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

■保険料免除の種類

■免除の対象となる所得の目安

　

市
で
は
、﹁
ふ
る
さ
と
に

貢
献
し
た
い
﹂﹁
香
取
市
を

応
援
し
た
い
﹂
と
い
う
想
い

を
、
寄
附
を
通
じ
て
実
現
で

き
る
﹁
ふ
る
さ
と
香
取
応
援

寄
附
金
﹂︵
ふ
る
さ
と
納
税
︶

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

寄
附
は
、
1
口
5
千
円
か

ら
申
し
込
み
す
る
こ
と
が
で

き
、
寄
附
金
の
使
い
道
を
27

の
事
業
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
2
口
1
万
円
以
上

寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
場

合
、
所
得
税
や
住
民
税
の
軽

減
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
︵
軽
減
額
は
個
人
の

所
得
、
寄
附
金
額
に
よ
り
変

動
︶。

　

ふ
る
さ
と
香
取
市
を
応
援

し
て
く
だ
さ
る
人
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
こ
の
制
度

を
利
用
し
、
寄
附
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
附
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
各
地
に
お
住

ま
い
の
香
取
市
を
ふ
る
さ
と

と
お
考
え
の
友
人
、
知
人
、

ご
親
せ
き
の
皆
さ
ん
へ
応
援

の
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
☎
（50）

1
2
0
6

﹁
元
気
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
﹂
づ
く
り
へ
の

応
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ふ
る
さ
と
香
取
応
援
寄
附
金

■ふるさと納税の仕組み
　（₄万円を寄附した場合）

夫婦＋子ども₂人
（年収700万円）
※個人住民税所得
割30万円と仮定

寄附 税金の軽減

確定申告
住民税申告

寄附者

受
領
証
明
書

メリットは

住民税 31,500円
所得税　3,500円　を軽減
※寄附金₄万円の場合、₅千
円は控除されません。なお、
軽減額は個人の所得、寄附金
額により変動します

香取市

まちづくりに活用

現在お住まい
の市区町村

4万円を寄附

区　分 一部納付額 免除される額

全額免除 　　0円 15,100円

₄分の₁納付  3,780円 11,320円

半額免除  7,550円  7,550円

₄分の₃納付 11,330円  3,770円

区　分
４人世帯

（夫婦子2人）
2人世帯

（夫婦のみ）
単身世帯

全額免除 162万円 92万円 57万円

₄分の₁納付 230万円 142万円 93万円

半額免除 282万円 195万円 141万円

₄分の₃納付 335万円 247万円 189万円
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　特別会計は、特定の収入をもって事業を行う場合に、一般会計
と分けて経理する会計です。平成21年度は10会計となります。

　公営企業会計は、民間企業と同じような経営をしている事業の
会計で、水道事業と簡易水道事業の2会計があります。

※不足額は損益勘定留保資金等で補てんしました。会計ごとに1万円未満を四
捨五入しているため、合計が一致しない場合があります

会　計
国民健康保険事業
老人保健事業
介護保険事業
居宅介護サービス事業
農業集落排水事業
観光事業
下水道事業
土地取得事業
火葬場事業
後期高齢者医療事業

合計

歳　入
101億  937万円

732万円
43億  488万円
1億  377万円
1億9,833万円

7,750万円
29億5,186万円

11万円
1億  172万円
6億2,880万円

18４億8,366万円

歳　出
96億7,464万円

603万円
43億  470万円
1億  377万円
1億9,783万円

7,750万円
29億4,640万円

11万円
9,518万円

6億2,720万円
180億3,336万円

差引額
4億3,473万円

129万円
18万円
0万円

50万円
0万円

546万円
0万円

654万円
160万円

４億5,030万円

※会計ごとに1万円未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります

会　計

水道事業
　　　収益的

　　　　　　　資本的

簡易水道事業
　収益的

　　　　　　　資本的
合計

収　入
21億3,060万円
9億8,943万円
1億1,445万円

3,293万円
32億6,7４1万円

支　出
17億6,912万円
17億8,687万円
1億1,131万円

6,455万円
37億3,185万円

差引額
3億6,148万円

▲7億9,744万円
314万円

▲3,161万円
▲４億6,４４４万円

公営企業会計

特別会計

平成21年度末
市債残高
４80億

8,385万円

予算現額　286億  291万円
収入済額　15４億3,053万円（収入率53.9％）
支出済額　106億1,550万円（執行率37.1％）

水道事業債
90億8,758万円(18.9%)

総務債
57億7,561万円(12.0%)

教育債
４４億5,383万円(9.3%)

土木債
30億４,701万円(6.3%)

衛生債ほか
121億  50万円(25.2%)

簡易水道事業債
12億6,17４万円(2.6%)

下水道事業債
89億3,981万円(18.6%)

農業集落排水事業債ほか
17億6,837万円(3.7%)

市民₁人当たりの市債残高

会　　計
国民健康保険事業
老人保健事業
介護保険事業
居宅介護サービス事業
農業集落排水事業
観光事業
下水道事業
土地取得事業
火葬場事業
後期高齢者医療事業

合計

予算現額
102億4,300万円

329万円
45億6,680万円
1億  300万円
1億7,400万円

8,550万円
21億3,400万円

13万円
9,936万円

7億  460万円
181億1,368万円

収入済額
38億8,681万円

132万円
16億2,831万円

2,019万円
1,640万円
5,094万円

1億4,954万円
1万円

3,235万円
2億1,315万円
59億9,900万円

収入率
37.9%
40.1%
35.7%
19.6%
9.4%
59.6%
7.0%
7.7%
32.6%
30.3%
33.1%

執行率
44.8%
0.9%

42.6%
47.8%
41.5%
50.7%
34.9%
0.0%

42.7%
17.5%
４2.0%

支出済額
45億8,709万円

3万円
19億4,677万円

4,923万円
7,222万円
4,331万円

7億4,381万円
0万円

4,238万円
1億2,365万円
76億  8４9万円

建　物

308,201㎡

土　地

2,226,813㎡

車　両

169台

基　　金　70億9,715万円
有価証券　　　　126万円
出 資 金　　　7,113万円

市 税

公 債 費

県支出金

地方交付税

市 債

そ の 他

国庫支出金

諸 収 入

地方譲与税

繰 越 金

総 務 費

教 育 費

そ の 他

衛 生 費

土 木 費

民 生 費

農 林
水産業費

消 防 費

 8億9,238万円
 5億3,720万円（60.2%）

86億5,353万円
57億7,976万円（66.8%）

77億6,900万円 
59億6,727万円（76.8%）

35億4,376万円
　　　　　0円（ 0.0%）

29億8,630万円
12億2,002万円（40.9%）

17億6,881万円
 2億3,561万円（13.3%）

 8億6,032万円
 2億8,204万円（32.8%）

 5億8,219万円
 6億3,760万円（109.5%）

 4億8,862万円
 1億8,755万円（38.4%）

 4億  100万円
 1億4,217万円（35.5%）

84億4,648万円
30億8,958万円（36.6%）

 8億6,954万円
 4億7,076万円（54.1%）

37億2,816万円
16億5,307万円（44.3%）

36億5,736万円
14億5,209万円（39.7%）

31億5,884万円
 4億4,939万円（14.2%）

28億6,062万円
13億2,482万円（46.3%）

26億7,498万円
11億1,871万円（41.8%）

16億9,496万円
 7億8,532万円（46.3%）

15億1,197万円
 2億7,176万円（18.0%）

歳出上段：予算現額
下段：収入済額（収入率）

上段：予算現額
下段：支出済額（執行率）歳入

※会計ごとに₁万円未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります

（₄月～₉月）

特別会計

市債の状況

企業会計

市の財産

56万5,23４円

計画総額

322,500
2,660

45,550
35,900

４06,610

  計画
146,800

1,090
24,740
16,100
188,730

  実績
199,800

2,660
28,730
11,200
2４2,390

  差
53,000
1,570
3,990

▲4,900
53,660

項目

普通会計
集落排水
下水道
水道
合計

 進捗率
62.0%

100.0%
63.1%
31.2%
59.6%

■行政改革推進効果（単位：万円）
平成19～21年度

水道事業

簡易水道
　事業

  予算現額
19億6,822万円
7億9,044万円
1億1,369万円

3,457万円
29億  692万円

  収入済額
8億2,872万円
1億9,140万円

3,154万円
147万円

10億5,313万円

収入率
42.1%
24.2%
27.7%
4.3%
36.2%

執行率
28.0%
39.9%
18.4%
42.3%
33.7%

  予算現額
17億6,737万円
17億3,404万円
1億  979万円

8,769万円
36億9,889万円

  支出済額
4億9,548万円
6億9,265万円

2,023万円
3,712万円

12億4,548万円

収益的
資本的
収益的
資本的

会　　計
支　　出収　　入

※会計ごとに₁万円未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります
合計

農林水産債
10億  775万円

(2.1%)

民生債
6億４,165万円

(1.3%)

 6億5,700万円
 4億4,131万円（67.2%）

公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上

償
還
（
借
換
）
の
進
捗
状
況

　

市
で
は
、
金
利
5
％
以

上
の
政
府
系
資
金
の
地
方

債
に
繰
上
償
還
︵
借
換
︶

を
実
施
し
、
低
金
利
で
借

り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

支
払
利
子
を
減
少
さ
せ
ま

し
た
。

　

平
成
22
年
3
月
ま
で
実

施
し
た
内
容
は
、
計
画
額

56
億
2
9
0
0
万
円
に
対

し
、
56
億
1
0
9
3
万
円

で
、
支
払
利
子
の
総
額
が

13
億
1
5
5
6
万
円
減
少

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
繰
上
償
還
の
条

件
と
し
て
、
人
件
費
︵
職

員
数
︶
の
削
減
、
物
件
費

の
削
減
、
使
用
料
・
維
持

管
理
費
の
適
正
化
︵
事
業

会
計
︶、
未
収
金
徴
収
対

策
の
強
化
︵
事
業
会
計
︶

な
ど
、
行
政
改
革
を
進
め

て
い
ま
す
。

支払利子
13億1,556万円

減少

■繰上償還額と借換影響額の実績（単位：万円）

計画

112,600
6,800

241,200
202,300
562,900

平成20年
3月

5,161
383

67,869
57,566

130,979
23,４56

平成20年
9月

7,886
2,359

32,374
23,550
66,169
15,075

合計

110,136
6,852

241,962
202,143
561,093
131,556

普通会計
集落排水
下水道
水道
合計

繰上償還額

支 払 利 子 減 少 額 

進捗率

 97.8%
100.8%
100.3%
 99.9%
 99.7%

項　　目 平成21年
3月

54,354
1,152

52,471
80,458

188,435
52,383

平成22年
3月

42,735
2,958

89,248
40,569

175,510
４0,6４2

地方消費税
交 付 金

分 担 金
負 担 金

平成22年度上半期
予算執行状況

一般会計
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お財布の中身は？
市の財政状況を公表

　一般会計決算額は、歳入総額で315億9,355万円、
歳出総額で297億7,４85万円となり、歳入歳出差引
き額は18億1,870万円となります。

　市では、毎年₅月と11月に市の財政事情を公表していま
す。今回は平成21年度決算の概要と平成22年度上半期（₄
月₁日～₉月30日）の予算執行状況をお知らせします。
　平成21年度決算書および決算に関する参考資料などは、
財政課、各区事務所、各図書館で閲覧できるほか、市のホー
ムページで、市の財政状況（予算、決算、財務書類・バラ
ンスシートなど）を掲載しています。
問い合わせ　財政課　☎（50)1207
HP�http://www.city.katori.lg.jp/gyousei/zaisei-info/index.html

一般会計歳出総額

一般会計
市民1人当たりの

市税負担額

　市民₁人当たりの金額は、平成22年₄月₁日現在の人口、85,069人を基に計算しています

総務費

消防費

農林水産業費

商工費ほか

諸収入

繰越金

地方消費税交付金

県支出金

歳入
315億
9,355万円

歳出
297億

7,４85万円

差引額
18億1,870万円

決算額地方交付税
81億1,455万円

(25.7%)

9億3,948万円(3.0%)

6億4,284万円(2.0%)

分担金、負担金ほか
16億5,501万円(5.2%)

7億7,830万円(2.5%)

市債
30億4,930万円(9.7%)

国庫支出金
52億   48万円(16.5%)

14億5,423万円(4.6%)

地方譲与税
4億8,639万円(1.5%)

48億6,077万円(16.3%)

8億  596万円(2.7%)

17億8,580万円(6.0%)

11億7,391万円(4.0%)

民生費

74億1,785万円
(24.9%)

（高齢者、障害者、児童福祉などに）

（市の事務管理費、

定額給付金などに）

教育費

42億4,020万円(14.2%)
（学校整備、社会教育などに）

土木費

31億8,379万円(10.7%)
（道路や公園などの整備に）

公債費

31億  434万円(10.4%)
（借りたお金を返すために）

衛生費

32億  223万円(10.8%)
（健康づくりやごみ処理費などに）

（消防活動、防災無線費などに）

（農業や畜産、林業の振興などに）

市税

92億7,297万円
(29.3%)

（市民税、固定資産税など）

平成21年度決算の概要
297億7,４85万円

10万9,005円 歳入 歳出 市民1人当たりの
行政経費 35万0,008円

（　）内は各税目ごとの決算額

　

平
成
21
年
度
決
算
に
基
づ

き
、
健
全
化
判
断
比
率
を
算

定
し
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
の

比
率
で
早
期
健
全
化
基
準
を

下
回
り
、﹁
健
全
段
階
﹂
に

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
営
企
業
の
経
営

の
健
全
化
を
示
す
資
金
不
足

比
率
は
、
平
成
21
年
度
決
算

で
資
金
不
足
を
生
じ
た
公
営

企
業
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

︻
各
項
目
の
解
説
︼

実
質
赤
字
比
率　

一
般
会
計

等
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字

額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
比
率
。

連
結
実
質
赤
字
比
率　

市
の

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質

赤
字
額
、
ま
た
は
資
金
の
不

足
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率
。

実
質
公
債
費
比
率　

一
部
事

務
組
合
を
含
め
た
、
一
般
会

計
等
が
負
担
す
る
元
利
償
還

金
と
準
元
利
償
還
金
の
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
。

将
来
負
担
比
率　

一
部
事
務

組
合
や
第
三
セ
ク
タ
ー
を
含

め
た
、
一
般
会
計
等
が
将
来

負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

比
率
。

資
金
不
足
比
率　

公
営
企
業

ご
と
の
資
金
不
足
額
の
事
業

規
模
に
対
す
る
比
率
。

︻
用
語
解
説
︼

標
準
財
政
規
模　

国
県
補
助

金
な
ど
の
特
定
財
源
を
控
除

し
、
地
方
税
や
普
通
交
付
税

な
ど
の
通
常
経
常
的
に
収
入

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
一
般
財
源

の
額
。

準
元
利
償
還
金　

公
営
企
業

債
や
一
部
事
務
組
合
が
起
こ

し
た
地
方
債
の
償
還
に
充
て

ら
れ
た
一
般
会
計
か
ら
の
繰

出
金
、
負
担
金
お
よ
び
補
助

金
な
ど
。

健
全
化
判
断
比
率
、

　

資
金
不
足
比
率
を
公
表

■本市の健全化判断比率
項　目

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

市の健全化判断比率
－
－

 11.3
120.7

早期健全化基準
  12.52
  17.52
 25.0
350.0

財政再生基準
20.00
40.00
35.00

※実質赤字比率、連結実質赤字比率は、黒字の場合「－」で表記

単位 :%

■本市の健全化判断比率
会計名

農業集落排水事業
観光事業
下水道事業
水道事業
簡易水道事業

資金不足比率
－
－
－
－
－

経営健全化基準

20.0

※「資金不足額」が黒字の場合「－」で表記

単位 :%

民生費
8万7,198円

総務費
5万7,139円

教育費
4万9,844円

衛生費
3万7,643円

土木費
3万7,426円

公債費
3万6,492円

消防費
2万  992円

農林水産業費
1万3,800円

商工費ほか
  9,474円

市民税
4万9,533円
(42億1,370万円)

固定資産税
4万5,511円
(38億7,161万円)

都市計画税
6,376円
(5億4,238万円)

市たばこ税
5,626円
(4億7,863万円)

軽自動車税ほか
1,959円
(1億6,665万円)
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多くの市民の皆さんにご支援・ご協力をいただき、ゆめ半島千葉 国体を開催することができました。ありがとうございました。

たくさんの感動をありがとう！
　

第
65
回
国
民
体
育
大
会
﹁
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
﹂
が
、

9
月
25
日
か
ら
10
月
5
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

香
取
市
で
は
、
正
式
競
技
の
ボ
ー
ト
︵
全
種
別
︶・

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
︵
少
年
男
子
︶・
カ
ヌ
ー
︵
カ
ヌ
ー
ス

ラ
ロ
ー
ム
・
カ
ヌ
ー
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
︶
の
3
競

技
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行

事
と
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

天
皇
杯
・
皇
后
杯
を
獲
得
し
完
全
優
勝
！

　

10
月
5
日
、
千
葉
市
稲
毛
区
の
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
陸
上
競
技
場
で
総
合
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
11
日

間
の
熱
戦
を
終
え
ま
し
た
。

　

千
葉
県
は
、
男
女
総
合
成
績
の
天
皇
杯
で

2
9
2
1
・
5
点
、
女
子
総
合
成
績
の
皇
后
杯
で

1
3
2
5
・
5
点
と
、
い
ず
れ
も
1
位
と
な
り
、
前
回

の
若
潮
国
体
で
達
成
で
き
な
か
っ
た
完
全
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

☎
（50）

1
2
2
1 千葉県選手団

中学生 が

私たちの考 えていること

﹁
国
体
カ
ヌ
ー
競
技
写
真
特
別
展
﹂
開
催
中

栗
源
文
化
協
会
写
真
部
に
よ
る
﹁
国
体
カ
ヌ
ー
競

技
写
真
特
別
展
﹂
が
、栗
源
区
事
務
所
1
階
ロ
ビ
ー

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
期
間

　
11
月
30
日
㈫
ま
で

　

中
学
生
が
市
議
会
を
模
擬

体
験
す
る
﹁
中
学
生
議
会
﹂

が
、
10
月
14
日
に
市
役
所
議

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
学
生
議
会
は
、
自

分
た
ち
が
住
む
香
取
市
を
よ

り
良
い
街
に
す
る
た
め
に
、

市
議
会
が
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
の
か
を
体

験
し
、政
治
を
身
近
に
感
じ
、

社
会
問
題
に
か
か
わ
る
気
持

ち
を
養
う
目
的
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
も
、
市
内
8
校
の
代

表
と
し
て
、
32
人
が
議
会
を

体
験
し
ま
し
た
。
今
年
度
か

ら
、
議
事
進
行
す
る
議
長
・

副
議
長
も
中
学
生
が
務
め
る

こ
と
に
な
り
、議
員
役
30
人
、

議
長
役
2
人
に
よ
り
議
会
は

進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
は
、
緊
張
し
た
雰
囲

気
の
中
、
議
長
の
開
会
宣
言

で
始
ま
り
、
16
人
の
中
学
生

議
員
が
、
自
分
た
ち
の
目
線

や
生
活
の
中
で
感
じ
た
疑
問

を
取
り
上
げ
、
地
域
の
現
状

と
将
来
の
香
取
市
に
つ
い
て

市
の
考
え
を
聞
き
ま
し
た
。

中
学
生
議
員
た
ち
は
、
市
側

の
答
弁
に
、
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

閉
会
後
、
緊
張
か
ら
解
放

さ
れ
た
中
学
生
議
員
た
ち
は

﹁
本
物
の
議
員
さ
ん
に
な
っ

た
よ
う
だ
っ
た
﹂﹁
議
長
が

答
弁
す
る
人
を
﹃
君
﹄
付
け

で
呼
ぶ
の
が
お
も
し
ろ
か
っ

た
﹂
な
ど
、
中
学
生
ら
し
い

笑
顔
で
ホ
ッ
と
し
た
表
情
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
☎
（50）

1
2
3
9

香取市 中学生議会開催

加
瀬
林
千ち

里さ
と　

議
員
（
香
取
中
）

畜
産
業
の
発
展
に
つ
い
て　
﹁
か
ん
し
ょ

の
香
取
ブ
ラ
ン
ド
﹂
の
よ
う
な
、
商
品
の

ブ
ラ
ン
ド
化
計
画
や
今
後
の
畜
産
農
家
へ

の
生
活
保
障
な
ど
の
施
策
は
あ
る
の
か
。

前
田
香か

緒お

里り　

議
員
（
佐
原
第
三
中
）

香
取
市
の
町
づ
く
り
の
現
状
に
つ
い
て　

観
光
客
が
、
ま
た
香
取
市
に
来
た
い
と
思

え
る
よ
う
な
方
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

蒲か
ま

池ち

崇た
か

之ゆ
き　

議
員
（
佐
原
第
五
中
）

香
取
市
の
人
口
減
少
の
問
題
に
つ
い
て　

市
全
体
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

よ
う
な
施
策
は
あ
る
の
か
。
こ
の
人
口
問

題
に
対
す
る
今
後
の
展
望
は
。

下
川
佑ゆ

う

也や　

議
員
（
新
島
中
）

与
田
浦
運
動
公
園
の
施
設
の
整
備
に
つ
い

て　

与
田
浦
運
動
公
園
の
飲
用
水
道
設
置

や
ト
イ
レ
の
増
設
な
ど
、
施
設
の
整
備
に

よ
り
利
用
し
や
す
い
環
境
が
整
え
ば
、
さ

ら
に
利
用
が
見
込
ま
れ
、
活
性
化
を
図
れ

る
と
思
う
が
、
市
と
し
て
の
見
解
は
。

市
原
久く

実み

花か　

議
員
（
小
見
川
中
）

城
山
公
園
な
ど
の
木
や
花
の
手
入
れ
に
つ

い
て　

城
山
公
園
を
は
じ
め
と
す
る
市
内

の
木
や
花
の
手
入
れ
は
、
い
つ
、
誰
が
、

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

私
た
ち
が
市
内
の
木
や
花
の
た
め
に
何
か

で
き
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

高
岡
瞳ひ

と

美み　

議
員
（
山
田
中
）

香
取
市
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い

て　

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め

に
、
市
で
は
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い

う
取
り
組
み
が
あ
る
と
聞
い
た
が
、
そ
れ

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

石
橋
真ま

こ
と　

議
員
（
栗
源
中
）

香
取
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

つ
い
て　

市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
、

イ
ベ
ン
ト
や
地
域
全
般
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
さ

ら
な
る
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
う
。
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
一
般
公
募

し
、
つ
く
る
こ
と
は
可
能
か
。

加か

賀が

谷や

啓け
い

太た　

議
員
（
佐
原
中
）

市
中
心
街
の
活
性
化
に
つ
い
て　

市
で

は
、
中
心
街
の
活
性
化
対
策
と
し
て
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

佐
原
駅
舎
建
て
替
え
に
伴
っ
て
、
特
に
駅

前
商
店
街
の
活
性
化
対
策
が
あ
る
の
か
。

岡
澤
崇た

か
し　

議
員
（
香
取
中
）

小
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て　

小
中
学

校
の
統
廃
合
の
計
画
は
、
こ
の
ま
ま
実
行

さ
れ
て
し
ま
う
の
か
。
ま
た
、
現
在
検
討

中
で
あ
る
な
ら
、
統
合
に
よ
っ
て
ど
ん
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。
あ
わ
せ
て
香
取

市
の
基
本
計
画
に
も
学
校
の
適
正
配
置
計

画
と
い
う
語
句
が
あ
る
が
、
何
が
適
正
で

あ
る
の
か
。

嶋
田
浩ひ

ろ

紀き　

議
員
（
佐
原
第
三
中
）

香
取
市
の
福
祉
の
現
状
と
展
望
に
つ
い
て

市
で
は
現
在
、﹁
認
知
症
対
策
﹂
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
高
齢

化
社
会
に
伴
い
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
視
点
で
は
、
ど
の
よ
う
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
。

塚
本
真ま

由ゆ　

議
員
（
佐
原
第
五
中
）

佐
原
周
辺
の
環
境
に
つ
い
て　

観
光
客
が

多
く
訪
れ
る
小
野
川
周
辺
な
ど
の
場
所

は
、
道
幅
が
狭
い
か
ら
か
、
自
動
車
と
接

触
し
そ
う
で
、
と
て
も
危
険
。
交
通
安
全

の
面
か
ら
も
、
何
か
改
善
点
や
現
在
行
っ

て
い
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

椎
名
朱あ

か

李り　

議
員
（
新
島
中
）

与
田
浦
周
辺
の
環
境
美
化
対
策
に
つ
い
て

市
と
し
て
、
与
田
浦
周
辺
の
環
境
美
化
対

策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

内
山
諒り

ょ
う

太た

郎ろ
う　

議
員
（
小
見
川
中
）

高
齢
者
の
所
在
不
明
の
問
題
に
つ
い
て

高
齢
者
の
所
在
不
明
の
問
題
は
、
市
で

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
具
体
的
に
は

1
0
0
歳
以
上
の
人
が
何
人
い
て
、
き
ち

ん
と
所
在
が
確
認
で
き
て
い
る
か
。

齋
藤
健け

ん

誠せ
い　

議
員
（
山
田
中
）

香
取
市
の
循
環
バ
ス
に
つ
い
て　

循
環
バ

ス
の
、
地
域
の
足
と
し
て
の
利
便
性
向
上

を
図
る
た
め
、
各
区
内
を
行
き
来
す
る
相

互
乗
り
入
れ
す
る
バ
ス
や
、
高
校
を
経
由

す
る
ル
ー
ト
を
増
や
す
な
ど
を
検
討
し
て

い
る
の
か
。

富
澤
瞳　

議
員
（
栗
源
中
）

農
業
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
対
策
に
つ

い
て　

市
と
し
て
農
業
者
人
口
を
増
や
す

対
策
や
耕
作
放
棄
地
を
元
の
耕
作
地
に
戻

し
た
り
、
あ
る
い
は
別
の
形
で
有
効
に
利

用
す
る
対
策
は
あ
る
の
か
。

伊
藤
綾あ

や

乃の　

議
員
（
佐
原
中
）

香
取
市
の
財
政
に
つ
い
て　

中
学
生
に
も

わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
自
主
財
源
を
増

や
す
対
策
と
、
今
後
の
市
役
所
職
員
な
ど

行
政
の
人
員
削
減
は
ど
の
よ
う
に
進
む
の

か
。

中
学
生
議
員
に
よ
る
熱
意
の
質
問

もの申す
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多くの市民の皆さんにご支援・ご協力をいただき、ゆめ半島千葉 国体を開催することができました。ありがとうございました。

■陸上競技　少年女子Ａ

▽ 走幅跳優勝　高橋友果（佐原高校₃年）
■体操　成年男子

▽ 団体総合優勝　浅野慶哉（順天堂大学₄年・
佐原中出身）
■ボート　少年男子

▽ ダブルスカル優勝　塚口知章（佐原高校₃
年）、奈良和紀（小見川高校₃年）

▽舵手付クォドルプル第₅位　大川聖矢（小
見川高校₁年）、細根正樹�（小見川高校₃年）、
小林大輔（小見川高校₂年）、高橋伸征（銚
子商業高校₃年・小見川中出身）

▽シングルスカル第₅位　古橋龍也（小見川
高校₂年）
■カヌー　成年男子

▽ 男子Ｃ‐₁（500ｍ）第₆位　亀山勇太（鹿
屋体育大学₄年・小見川中出身）

▽男子Ｋ‐₁（500ｍ）第₂位、男子Ｋ‐₁（200
ｍ）第₇位　鈴木康大（滋賀レイクスターズ・
小見川中出身）
■カヌー　少年男子

▽ 男子Ｋ‐₂（500ｍ）第₃位、男子Ｋ‐₂（200
ｍ）第₆位　志村優（佐原白楊高校₃年）、
浅井慎平（小見川高校₂年）

▽男子Ｃ‐2（500ｍ）第₂位、男子Ｃ‐2（200ｍ）
第₄位　宮﨑雅斗（小見川高校₃年）、竹内
涼（佐原白楊高校₂年）

▽男子Ｋ‐1（200ｍ）第₅位　實川純一郎（佐
原高校₃年）
■カヌー　少年女子

▽ 女子Ｋ‐1（500ｍ）第₂位、女子Ｋ‐1（200
ｍ）第₆位　柳堀麻美（小見川高校₂年）

▽女子Ｋ‐2（500ｍ）第₈位　志村遥（小見
川中学校₃年）

■馬術　成年男子

▽ トップスコア優勝、スピードアンドハン
ディネス第5位　林忠義（北総ＲＣ）
■馬術　少年

▽ ダービー優勝　齋藤勇人（多古高校₃年・
栗源中出身）

▽標準障害飛越第₃位、トップスコア第₃位
　林義昌（多古高校₁年・栗源中出身）
■バレーボール　成年男子

▽ ₉人制第₄位　山来政雄（千葉選抜・新島
中出身）
■バスケットボール　少年男子

▽ 第₅位　向後史彦（幕張総合高校₃年・小
見川中出身）
■水泳　少年男子Ｂ

▽ 100ｍ平泳ぎ第₃位、400ｍメドレーリレー
第₃位 山中祥輝（成田高校₁年・佐原中出身）

第65回国民体育大会　ゆめ半島千葉国体
  香取市在住・在勤・出身者入賞一覧

（敬称略・₈位までの入賞者）

中学生 が

私たちの考 えていること

香取市 中学生議会開催

加瀬林千里さん（香取中学校）
本物の議員さんの座る席に座り、市役
所の方に質問できたことは、とてもい
い経験になりました。誰でも体験でき
ることではなく、大変勉強になりまし
た。この議会を通して改めて大切だと
思ったことがあります。それは、自分
の意見をしっかり相手に伝わるように
話すことです。人前で話すことが苦手
な私は、自分の意見を口に出して話す
ことの大切さを改めて感じ、苦手を克
服できたと思います。

前田香緒里さん（佐原第三中学校）
実際に前に出ての質問は、とても緊張
しました。しかし、市の施策について
自分が思ったこと、疑問に感じたこと
を質問し、教えてもらうことは大切な
んだと実感しました。また、市政につ
いて興味を持つようになりました。自
分が住んでいる市のことに自分たちの
考えを生かせたら良いなと思います。

椎名朱李さん（新島中学校）
質問を考えるときに、香取市内や新島
学区の悪いところ、改善して欲しいと
ころなどが分かり、特に、いつも何気
なく通る道にもごみがたくさん落ちて
いたり、危険なところ、不便なところ
が多いことが分かりました。これから
の香取市をもっと楽しく明るい市にで
きるように、自分でも何かできること
を見つけていきたいと思います。

市原久実花さん（小見川中学校）
本当に自分が議員になったような気分
になり、緊張しました。中学生議会に
参加したことをきっかけに、もっと市
の政治に関心を持ちたいと思うように
なりました。これからは、市の広報に
目を通すなどして、家族と市の政治に
ついて話す機会を作ろうと思います。

今村渉
しょう

太
た

さん（山田中学校）
中学生議会に参加したことで、僕は他
の地域への関心を持つようになりまし
た。これまでは合併したという実感が
ありませんでしたが、今回他校の生徒
の質問を聞いて、香取市がたくさんの
問題を抱えていることが分かりまし
た。やはり、住んでいる人の意見を最
大限大切にしないといけないことが良
く分かりました。

石橋真さん（栗源中学校）
中学生議会に参加したことで、公民の
授業で習っていた政治分野の疑問やあ
まり理解できていなかったことが、議
会が進行するごとに分かっていきまし
た。僕たちが行政に携わる仕事に就い
た時、ここで得た知識を有効に活用で
きるように、日々の学習により一層力
を入れていきたいと思います。

大堀雄
ゆう

貴
き

さん（佐原中学校）
今年から議長も中学生が務めるように
なり、私が中学生初の議長を経験でき、
非常に光栄でした。質問はできません
でしたが、皆さんの質疑応答を客観的
にみることができたので、質問や答弁
内容を理解しやすかったです。私は、
この経験を絶対忘れることなく、これ
からの人生に生かしていきたいと思い
ます。

柳原杏
あん

菜
な

さん（佐原第五中学校）
中学生議会を通して、私は香取市の事
についてたくさんのことが学べて大変
うれしく思います。市長さんをはじめ、
私たちの質問に対して真剣に向き合っ
てくれていることに感激しました。進
行もスムーズだったので、リラックス
して参加することができました。本物
の議員になったかのようで、とても新
鮮な気分でした。

中学生議会を体験して
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香
取
市
に
は
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
や
出
来
事
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。
こ
こ

で
は
、
そ
ん
な
ホ
ッ
ト

な
ま
ち
の
話
題
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

60
歳
か
ら
の
現
実

　

輝
け
る
プ
レ
ミ
ア
ム
エ
イ
ジ
を
目
指
し
て

　

60
歳
か
ら
の
未
来
を
考
え
る
会
／
著

　

あ
な
た
は
余
生
を
過
ご
し
ま
す
か
？ 

そ
れ
と
も
最
後
ま
で
自
分
の
人
生
を

送
り
ま
す
か
？ 

お
金
、
仕
事
、
健
康
、

介
護
、
恋
愛
⋮
。
等
身
大
で
現
実
味
の

あ
る
、
60
歳
へ
の
準
備
の
仕
方
と
60
歳

以
降
の
人
生
展
望
を
提
案
。（ポ

プ
ラ
社
）

手
づ
く
り
く
る
み
ボ
タ
ン
の
本

田
口
由
香
／
著
、
わ
た
な
べ
い
く
こ
／
著

　

刺
繡
し
た
り
、
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
で

絵
を
描
い
た
り
、
消
し
ゴ
ム
ハ
ン
コ
を

押
し
た
り
、
写
真
を
プ
リ
ン
ト
し
た
り

⋮
。
普
通
の
布
に
ち
ょ
っ
と
だ
け
手
を

加
え
て
作
る
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
く
る
み

ボ
タ
ン
1
5
0
個
以
上
と
、
そ
の
使
い

方
の
ア
イ
デ
ア
を
紹
介
。

（
誠
文
堂
新
光
社
）

ほ
ら
、
き
の
こ
が
⋮

　

越
智
典
子
／
文
、
伊
沢
正
名
／
写
真

　

雨
上
が
り
、
昨
日
ま
で
は
い
な
か
っ

た
の
に
す
ま
し
た
顔
で
立
っ
て
る
き
の

こ
。
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
来
た
の
だ
ろ

じゃあ、読もう
今年は国民読書年！

今
月
の
お
す
す
め

の木々でお出迎え
ＪＲ十二橋駅前の交通広場に植樹緑

　鉄道沿線に緑を増やすことを目的に、JR東日本が実施
している「鉄道沿線からの森づくり」が、10月16日にJR
十二橋駅前の交通広場で行われました。
　この日は天候にも恵まれ、ボランティアや子ども鉄道隊
など100人以上が参加。新しく舗装され、きれいになった
駅前交通広場をたくさんの緑で埋め尽くしました。
　作業終了後には、隣接する与田浦十二町歩でコスモス祭
りを開催している与田浦を考える会の皆さんが、つきたて
のお餅などを振る舞い、参加者たちのお腹を満たしました。

▲汗ばむ陽気の中、作業に励む参加者たち

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
開
催

来
の
ア
ス
リ
ー
ト
に
期
待
！

未

　
﹁
千
葉
国
体
﹂
と
﹁
香
取
小
江

戸
マ
ラ
ソ
ン
﹂
の
開
催
を
記
念
し

て
10
月
23
日
に
、
小
見
川
中
学
校

体
育
館
と
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
小
学
生
以
上
の
市

民
1
2
0
人
。
二
人
の
現
役
ア
ス

リ
ー
ト
（
小
見
川
出
身
）
や
、
小

見
川
陸
上
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
チ
に
よ

る
親
切
な
指
導
に
、
初
め
は
緊
張

気
味
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
す
ぐ

に
打
ち
解
け
、
3
時
間
を
越
え
る

授
業
を
最
後
ま
で
楽
し
そ
う
に
受

け
て
い
ま
し
た
。

　

将
来
、
参
加
者
の
中
か
ら
、
日

本
を
代
表
す
る
陸
上
競
技
選
手
が

誕
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

乞
う
ご
期
待
！

▲講師の説明を真剣に聞く子どもたち

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
…

長
寿
と
金
婚
を
祝
う

敬
老
会
と
金
婚
式

　

長
き
に
わ
た
り
地
域
に
尽
く
さ
れ

た
高
齢
者
を
敬
い
、
長
寿
を
祝
う
敬

老
会
が
各
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
4
2
6
人
は
、
式
典
で
の

市
長
の
祝
辞
に
続
き
、
小
学
生
や
幼

稚
園
生
の
心
の
こ
も
っ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
、
手
を
た
た
き

な
が
ら
喜
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
金
婚
（
結
婚
50
周
年
）
を

迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
も
招
待
さ
れ
、

出
席
し
た
1
1
8
組
の
各
ご
夫
妻
に

は
、
市
長
か
ら
記
念
品
が
直
接
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

百
歳
の
お
祝
い

　

激
動
の
時
代
を
生
き
、
私
た
ち
の

今
を
築
い
て
く
れ
た
お
年
寄
り
た

ち
。
今
年
度
本
市
で
は
、
25
人
が
百

▲上：百歳のお祝いの記念品を受け取る黒田はつさん（谷中）
▲下：山田区敬老祝賀式典では、金婚を記念して撮影した記念写真を贈呈

歳
を
迎
え
ら
れ
、家
族
が
見
守
る
中
、

市
長
か
ら
お
祝
い
の
記
念
品
と
、
香

取
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
よ
り
内
閣

総
理
大
臣
の
祝
状
と
銀
杯
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

お
祝
い
を
受
け
た
お
年
寄
り
た
ち

は
、
現
在
も
庭
掃
除
や
読
書
、
毎
朝

新
聞
を
読
む
こ
と
な
ど
を
日
課
に

し
、
百
歳
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
元
気

に
過
ご
し
て
お
り
、
訪
問
し
た
市
長

に
も
昔
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
趣
味
、
家

族
の
話
な
ど
を
う
れ
し
そ
う
に
披
露

し
、
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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10月の主な行動 抜チームで見事優勝
2010 ティーボール東関東連盟大会選

う
。
森
の
中
で
、
原
っ
ぱ
で
、
町
の
中

で
き
の
こ
に
会
え
る
。
い
ろ
い
ろ
な
場

所
で
見
つ
け
た
色
も
形
も
さ
ま
ざ
ま

な
、
き
の
こ
の
写
真
絵
本
。

（
福
音
館
書
店
）

▲優勝した佐原リトルリーグと小見川リトルリーグの選抜チーム

リ
サ
イ
ク
ル

　
　

不
要
・
廃
棄
の
本
や
雑
誌

　

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
開
催
時

に
、
佐
原
図
書
館
所
蔵
の
本
や
雑

誌
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
28
日
㈰　

9
時
～

■
場
所　

佐
原
文
化
会
館
内
ロ

ビ
ー
小
部
屋

佐
原
中
央
図
書
館

 

☎
（55）

1
3
4
3

10月15日栗のイガに気をつけて
　神道山ボランティアクラ
ブ主催による栗拾いが神道
山（津宮）で行われ、津宮
幼稚園の園児たちが参加し
ました。園児たちは地面に
落ちたイガに覆われた栗
を、長靴を履いた足をうま
く使いながら拾い集め、袋
いっぱいになった栗に大満
足しました。

　㈶リトル野球協会による「2010ティーボール東関東連盟大会」が龍ヶ
崎ふれあい公園で、10月17日に開催されました。
　大会には、千葉県・茨城県から25チームが参加。香取市からは、佐
原リトルリーグと小見川リトルリーグから選抜された11人のリーガー
が「team KATORI」を結成し、関東大会出場をかけて手に汗握る熱
戦を繰り広げました。
　大会では、古谷監督の采配で、次々に強い相手チームを破り、決勝
戦では世界大会出場経験もある古豪「千葉市リトルリーグ」と対戦。
team KATORIは、「走塁・攻撃・守備」が噛み合い、見事₆対₀で
優勝し、関東大会出場を手にしました。
　佐原リトルリーグ伊藤事務局長は「リーグ設立36年目、初めての関
東大会出場で感動しています。関東の舞台ではのびのびと自分達のプ
レーを楽しんで貰いたい。」とコメントしていました。

10月2４日日ごろの練習成果を披露
　みずほふれあいセンター
で、各教室の発表会と地域
住民の交流を目的に、みず
ほふれあいセンターまつり
が開催されました。場内に
は、生け花・書道・ちぎり絵・
手編み物などの展示や、各
教室の日ごろの成果を作品
として紹介。舞台では、カ
ラオケやフラダンス教室な
ど、歌や踊りが披露されま
した。

10月₁日㈮　国民体育大会カヌー競技開始式
　　₂日㈯　とくとく商品券発売
　　₃日㈰　山田区敬老祝賀式典
　　　　　　国民体育大会カヌー競技種目別表彰式
　　₄日㈪　国民体育大会ハンドボール競技表彰式
　　₅日㈫　経営体育成基盤整備事業府馬工区起工式
　　₆日㈬　香取市東庄町病院組合議会
　　₇日㈭　千葉県医療再生本部会議
　　10日㈰　チバテレビ佐原の大祭に係る取材
　　12日㈫　成田空港圏自治体連絡協議会
　　13日㈬　成田空港に関する四者協議会
　　14日㈭　中学生議会
　　16日㈯　北佐原ふれあいグラウンドゴルフ大会
　　17日㈰　悠々のつどい（栗源区敬老会）
　　18日㈪　香取広域市町村圏事務組合議会  
　　21日㈭　環境審議会
　　22日㈮　老人の日記念百歳の高齢者に対する記念品贈呈（25・26日）
　　23日㈯　ふれあいスポーツ大会
　　24日㈰　小見川区敬老会／みずほふれあいセンターまつり
　　27日㈬　定例記者会見
　　29日㈮　市議会12月定例会開会／市議会全員協議会

▲市役所庁舎消防訓練
　（10月19日㈫）

Vol.55

香
取
遺
産

　

お
寺
や
墓
地
な
ど
で
、
石
灯と

う

籠ろ
う

に
似
た
石
造
物
を
見
か
け
た
こ
と

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
火
を
灯
す

火ひ

袋ぶ
く
ろ

が
な
く
、
火
袋
に
あ
た
る
所

に
は
地
蔵
像
が
彫
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
灯
籠
で
は
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
石
幢
と
呼
ば
れ
る
供

養
塔
で
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時

代
に
か
け
て
造
立
さ
れ
た
も
の
で

す
。
石
幢
の
起
源
は
、
仏
堂
の
中

で
吊
り
下
げ
ら
れ
る
幢ど

う

幡ば
ん

と
呼
ば

れ
る
布
製
の
荘し

ょ
う

厳ご
ん

具ぐ

を
石
で
模
し

た
も
の
で
、
中
国
の
隋
･
唐
時
代

に
流
行
し
ま
し
た
。
我
が
国
に
は

平
安
時
代
末
期
に
伝
わ
り
、
経
典

を
保
存
･
埋
納
し
た
標
識
と
し
て

立
て
ら
れ
ま
し
た
。
中
世
に
な
る

と
地
蔵
信
仰
と
結
び
つ
い
て
、
六

地
蔵
石
幢
と
し
て
全
国
各
地
に
広

ま
り
ま
す
。

　

人
間
を
含
め
て
す
べ
て
の
生
命

は
、
地
獄
道
・
餓
鬼
道
・
畜
生

道
・
修
羅
道
・
人
間
道
・
天
上
道

の
6
つ
の
世
界
に
生
ま
れ
変
わ
り

を
繰
り
返
す
と
い
う
六
道
輪り

ん

廻ね

の

思
想
が
あ
り
ま
す
。
地
蔵
菩
薩
は
、

六
道
を
巡
っ
て
迷
い
苦
し
む
衆し

ゅ

生じ
ょ
う

を
救
済
し
、
極
楽
へ
導
い
て
く
れ

る
と
信
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
地

蔵
菩
薩
の
6
つ
の
分
身
が
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

六
地
蔵
と
い
い
ま
す
。
今
で
も
、

墓
地
や
お
寺
の
入
口
な
ど
で
6
体

の
お
地
蔵
さ
ん
が
並
ん
で
い
る
の

を
よ
く
目
に
し
ま
す
。

　

六
地
蔵
石
幢
に
は
、
大
き
く
分

け
て
、
重
制
と
単
制
の
2
種
が
あ

り
ま
す
。
重
制
の
も
の
は
基
礎
の

上
に
竿
を
立
て
て
中
台
を
置
き
、

そ
の
上
に
龕が

ん

・
笠
・
宝
珠
を
の
せ

ま
す
。
単
制
の
も
の
は
竿
と
中
台

が
な
く
、
基
礎
の
上
に
幢
身
を
立

て
、
そ
の
上
に
笠
と
宝
珠
を
の
せ

て
い
ま
す
。
重
制
で
は
龕
部
、
単

制
で
は
幢
身
が
六
角
形
に
整
形
さ

れ
、
各
面
に
地
蔵
像
が
彫
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
四
角
形
や
八
角
形
の

「六地蔵石
せきどう

幢」

も
の
も
あ
り
ま
す
。
地
蔵
像
は
、

浮
き
彫
り
や
線
刻
、
梵
字
な
ど
で

表
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
竿
部
に
輪

廻
車
を
取
り
付
け
た
も
の
も
見
ら

れ
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
市
内
で
最
も
古

い
石
幢
は
、
新
市
場
地
区
に
あ
る

天
正
2
年
︵
1
5
7
4
︶
の
も
の

で
す
が
、
多
く
は
江
戸
時
代
に
造

立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
目
的

は
故
人
の
追
善
供
養
や
自
身
の
逆ぎ

ゃ
く

修し
ゅ

供
養
︵
生
前
か
ら
死
後
の
冥
福

を
祈
っ
て
仏
事
を
行
う
こ
と
︶
で
、

江
戸
時
代
中
期
ご
ろ
に
は
念
仏
や

月
待
・
日
待
と
い
っ
た
講
で
立
て

ら
れ
た
も
の
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
民

間
信
仰
が
盛
ん
で
、
多
種
多
様
の

石
造
物
が
造
立
さ
れ
ま
し
た
。
六

地
蔵
石
幢
は
、
こ
の
よ
う
な
江
戸

庶
民
の
信
仰
を
今
に
伝
え
る
資
料

の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課 

☎
（50）

1
2
2
4

▲単制の石幢 ( 西和田地区 )

江戸庶民の地蔵信仰

▲重制の石幢 ( 大角地区 )
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親
子
と
成
人
の
保
健

12月

　

旭
中
央
病
院
附
属
看
護
専
門

学
校
で
は
、
平
成
23
年
度
入
学

の
看
護
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
受
検
資
格　

高
等
学
校
を
卒

業
し
て
い
る
人
︵
そ
れ
と
同
等

以
上
の
資
格
を
有
す
る
人
︶、

ま
た
は
平
成
23
年
3
月
高
等
学

校
卒
業
見
込
み
の
人

■
募
集
数　

奨
学
生
約
30
人

■
願
書
受
付　

◇
1
次
募
集
⋮

平
成
23
年
1
月
5
日
㈬
～
1
月

14
日
㈮
︵
必
着
︶

◇
2
次
募
集
⋮
平
成
23
年
2
月

1
日
㈫
～
2
月
25
日
㈮︵
必
着
︶

■
試
験
日　

◇
1
次
募
集
⋮
平

成
23
年
1
月
21
日
㈮
・
22
日
㈯

◇
2
次
募
集
⋮
平
成
23
年
3
月

4
日
㈮
・
5
日
㈯

■
試
験
科
目　

国
語
︵
国
語
総

合
・
現
代
文
、
古
文
・
漢
文
除

く
︶、
数
学
Ⅰ
、
英
語
Ⅰ
、
面

接
旭
中
央
病
院
附
属
看
護
専
門

学
校
☎
0
4
7
9

（63）
8
1
1
1

　

青
色
申
告
制
度
に
は
、
税
制

上
の
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　

香
取
青
色
申
告
会
で
は
、
個

人
事
業
者
を
対
象
に
、
税
制
・

税
法
の
講
習
会
の
開
催
や
、
記

帳
指
導
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

香
取
青
色
申
告
会

 

☎
（54）

5
0
4
1

HPhttp://w
w
w
.bluekatori.

com
/index.php

　

11
月
15
日
㈪
か
ら
翌
年
2
月

15
日
㈫
ま
で
は
、
狩
猟
期
間
で

す
。

　

ハ
ン
タ
ー
︵
狩
猟
者
︶
の
皆

さ
ん
は
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全

な
狩
猟
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
も
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
、
狩
猟
期
間
中

は
、
河
川
・
野
山
の
散
策
や
農

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募　 　　…フリーダイヤル　　 …ファクス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

【暮らしの情報】

暮
ら
し
の

情
報

2010.November

■
請
求
方
法　

当
基
金
か
ら
送

付
の
請
求
書
類
で
請
求

（独）
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

☎
0
5
7
0
︵
0
5
9
︶
2
0
4

Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

☎
0
3
︵
5
8
6
0
︶
2
7
4
8

　

弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
が

無
料
で
面
接
相
談
を
行
い
ま

す
。

■
日
時　

12
月
5
日
㈰　

10
時

～
15
時

■
場
所　

旭
市
働
く
婦
人
の
家

︵
旭
市
ニ
2
7
8
7
︲
1
︶

■
定
員　

20
人
︵
要
予
約
・
先

着
順
︶

電
話
で
千
葉
県
県
民
生
活
課

☎
0
4
3
︵
2
2
3
︶
2
2
9
2

　

事
業
協
同
組
合
を
設
立
し

﹁
新
た
な
発
注
先
を
開
拓
し
た

い
﹂﹁
新
規
の
事
業
を
仲
間
と

取
り
組
み
た
い
﹂﹁
任
意
組
合

︵
商
店
会
な
ど
︶
を
法
人
化
し

た
い
﹂
な
ど
と
考
え
て
い
る
人

の
た
め
に
無
料
で
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
設
立
相
談
室

☎
0
4
3
︵
3
0
6
︶
3
2
8
5

　

千
葉
司
法
書
士
会
で
は
、
賃

金
未
払
い
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
な

ど
、
労
働
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
た

人
の
た
め
の
無
料
電
話
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
面
談
も
可
能

で
す
。

■
日
時　

11
月
23
日
㈷　

10
時

～
15
時

■
場
所　

千
葉
司
法
書
士
会
館

︵
千
葉
市
美
浜
区
幸
町
2
︲
2

︲
1
︶

■
相
談
方
法　

電
話
相
談
、
面

談
︵
予
約
不
要
︶

■
相
談
専
用
電
話

☎
0
4
3
︵
2
4
3
︶
4
1
4
4

ち
ば
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー

☎
0
4
3
︵
2
0
4
︶
8
3
3
3

　

県
で
は
、
浄
化
槽
使
用
者
を

対
象
に
し
た﹁
浄
化
槽
講
習
会
﹂

を
開
催
し
ま
す
。
私
た
ち
が
快

適
に
暮
ら
し
て
い
け
る
水
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、

生
活
系
排
水
を
処
理
す
る
浄
化

槽
の
使
用
、
保
守
点
検
、
清
掃
、

法
定
検
査
を
適
正
に
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
使
わ
れ
て
い
る
人

や
設
置
を
予
定
さ
れ
て
い
る
人

な
ど
、
浄
化
槽
に
つ
い
て
一
緒

に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
内
容　

浄
化
槽
の
仕
組
み
と

働
き
、浄
化
槽
の
管
理
と
清
掃
、

関
係
法
令
、
簡
単
な
水
質
測
定

実
習

■
定
員　

20
～
30
人︵
申
込
順
︶

■
日
時　

12
月
12
日
㈰　

午
前

の
部
⋮
10
時
～
12
時
・
午
後
の

部
⋮
14
時
～
16
時

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館
第

4
研
修
室

12
月
2
日
㈭
ま
で
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
受
講
希
望
時

林
作
業
な
ど
次
の
こ
と
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

・
で
き
る
だ
け
目
立
つ
色
合
い

の
服
装
を
着
用
し
ラ
ジ
オ
を
携

帯
す
る

・
土
・
日
曜
日
な
ど
は
県
内
外

か
ら
ハ
ン
タ
ー
が
集
中
す
る
の

で
特
に
注
意
す
る

・
罠
は
危
険
な
の
で
設
置
の
標

識
が
あ
る
場
合
は
近
づ
か
な
い

※
鳥
獣
保
護
区
な
ど
の
詳
細
位

置
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い

北
総
県
民
セ
ン
タ
ー
香
取
事

務
所 

☎
（54）

1
3
1
1

　

相
続
ま
た
は
贈
与
な
ど
に
係

る
生
命
保
険
契
約
や
損
害
保
険

契
約
な
ど
に
基
づ
く
、
年
金
の

税
務
上
の
取
り
扱
い
の
変
更
が

あ
り
、
相
続
税
な
ど
の
課
税
対

象
と
な
っ
た
部
分
は
所
得
税
の

課
税
対
象
に
な
ら
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
17
年
分
か
ら
平
成
21
年

分
の
各
年
分
の
所
得
税
が
納
め

す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
人
は
、
そ

の
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
所

得
税
が
還
付
と
な
り
ま
す
。
税

務
署
で
更
正
の
請
求
、
ま
た
は

確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

佐
原
税
務
署
☎
（54）

1
3
3
1

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
拘
留
者

に
対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求

受
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。

■
対
象　

戦
後
強
制
抑
留
者
で

平
成
22
年
6
月
16
日
に
日
本
国

籍
を
有
す
る
人

■
請
求
受
付
期
限　

平
成
24
年

3
月
31
日
㈯

香
取
青
色
申
告
会
会
員

生
命
保
険
年
金
の

取
り
扱
い
が
変
更

旭
中
央
病
院
附
属

看
護
専
門
学
生

ご
注
意
く
だ
さ
い

狩
猟
が
は
じ
ま
り
ま
す

事
業
協
同
組
合
な
ど
の

設
立
無
料
相
談

戦
後
強
制
抑
留
者

特
別
給
付
金

間
を
記
入
し
フ
ァ
ク
ス
で
次
へ

千
葉
県
水
質
保
全
課

☎
0
4
3
︵
2
2
3
︶
3
8
1
3

0
4
3
︵
2
2
2
︶
5
9
9
1

■
日
時　

12
月
12
日
㈰
、
平
成

23
年
1
月
9
日
㈰　

9
時
～
正

午
︵
毎
月
第
2
日
曜
日
︶

■
場
所　

小
見
川
消
防
署
、
佐

原
消
防
署

■
定
員　

各
署
20
人︵
先
着
順
︶

※
3
時
間
の
講
習
会
受
講
者
に

多
重
債
務
問
題
・

ヤ
ミ
金
融
無
料
相
談
会

労
働
ト
ラ
ブ
ル
1
1
0
番

応
急
手
当
救
命
講
習
会

浄
化
槽
講
習
会

銚子市 イベント婚活
12月5日日 クリスマスパーティー

http://www.choshi-konkatsu.jp
銚子市役所秘書政策課内事務局

☎0479-24-8904
受付時間
平日8:30～17:30

銚子婚活 検  索 詳しくは
Webで

〈広告〉

渡辺洋子バレエ教室
子供から大人まで

初心者からポアントクラスまで

東京シティバレエ団 団員･教師

クラッシックバレエを基礎より
正しく丁寧に指導します

いつでも見学・無料体験レッスンOK　随時入会できます

鹿嶋教室･佐原教室 幼児･小学生クラス、中高生クラス
レディースクラスあり　詳しくはお問い合わせ下さい

佐原教室：立原ハウジング2F（佐原駅から徒歩5分 ほていや本店前）
携帯：鈴木　090-9316-7944　Eメール：hiroe.S.5@softbank.ne.jp

♥
♥ ♥

♥

♥ ♥

〈広告〉

は﹁
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
修
了
証
﹂

を
交
付

開
催
月
第
1
日
曜
日
の
17
時

ま
で
に
次
へ

小
見
川
消
防
署 

☎
（83）

0
1
1
9

佐
原
消
防
署 

☎
（52）

4
1
1
1

　　
健
診
の
対
象
地
区
は
、　

　
⋮

佐
原
・
栗
源
区
、　

　
　
⋮
小
見

川
･
山
田
区
で
、︵

　
︶
内
は
対

象
者
の
生
年
月
日
で
す
。

■
4
カ
月
児
健
診

　
　
　
⋮
8
日
㈬

　
13
時
～
13
時

30
分
︵
平
成
22
年
7
～
8
月
生
︶

■
10
カ
月
児
健
診

　
　
⋮
22
日
㈬

　
13
時
～
13
時
30

分
︵
平
成
22
年
1
～
2
月
生
︶

■
1
歳
6
カ
月
児
健
診

　
　
　
⋮
7
日
㈫

　
12
時
30
分
～

12
時
45
分︵
平
成
21
年
4
～
5
月
生
︶

　
　
⋮
15
日
㈬

　
13
時
～
13
時
30

分
︵
平
成
21
年
5
月
生
︶

■
2
歳
児
歯
科
健
診

　
　
　
⋮
10
日
㈮

　
12
時
30
分
～

12
時
45
分︵
平
成
20
年
6
～
7
月
生
︶

■
3
歳
児
健
診

　
　
⋮
21
日
㈫

　
13
時
～
13
時
15

分
︵
平
成
19
年
6
月
生
︶

集
団
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

　
　
⋮
2
日
㈭

　
13
時
30
分
～
13

時
50
分

　
　
　
⋮
21
日
㈫

　
12
時
30
分
～

12
時
50
分

■
ポ
リ
オ
予
防
接
種

　
　
⋮
14
日
㈫

　
13
時
30
分
～
13

時
50
分

個
別
予
防
接
種

※
市
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種

■
三
種
混
合
予
防
接
種

■
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

■
日
本
脳
炎
予
防
接
種

■
離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

　
　
⋮
17
日
㈮

　
13
時
15
分
～
13

時
30
分

■
こ
と
ば
と
こ
こ
ろ
の
相
談
・
教

室
（
要
申
込
）

　﹁
子
ど
も
と
の
関
わ
り
﹂﹁
こ
と

ば
・
聞
こ
え
﹂﹁
運
動
発
達
﹂
な

ど
乳
幼
児
期
の
発
達
上
、
心
配
な

こ
と
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

■
み
ん
な
の
健
康
相
談

　
血
圧
測
定
や
子
ど
も
の
身
体
計

測
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
　
⋮
1
日
㈬

　
　
　
⋮
6
日
㈪

い
ず
れ
も
9
時
30
分
～
10
時
30
分

　
　
⋮
佐
原
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
⋮
小
見
川
保
健
セ
ン
タ
ー

※
表
記
の
時
間
は
受
付
時
間

健
康
づ
く
り
課
☎

（50）
1
2
3
5

子
ど
も
の
健
診

子
ど
も
の
予
防
接
種

各
種
教
室
・
相
談

開
催
場
所

小
見
川
佐
原

佐
原

小
見
川

小
見
川

佐
原

佐
原

佐
原

小
見
川

佐
原

小
見
川

佐
原

小
見
川

佐
原

小
見
川

佐
原

生徒は国体をはじめ
各種大会で大活躍！

ジェルスイミングクラブ佐原
☎55－1780  玉造1-5-2

見学
自由

お友達を
さそって
見に
きてね

〈広告〉

募集

お知らせ

講座
教室



11 広報 2010年（平成22年）11月15日【暮らしの情報】

市民活動推進課　☎（54)1138　　 自治振興課　☎（82)1112

自治振興課　　☎（78)2111　　 自治振興課　☎（75)2111

山田区事務所　　11月25日㈭　　予約日　11月18日㈭

市役所　　　　　12月₈日㈬　　予約日　12月₁日㈬

小見川区事務所　12月21日㈫　　予約日　12月14日㈫

●行政相談・人権相談

　11月19日㈮　13時30分～15時30分

　市民活動推進課　☎（54)1138　　 自治振興課　☎（82)1112

　 自治振興課　　☎（78)2111　　 自治振興課　☎（75)2111

　12月20日㈪　13時30分～15時30分

　市民活動推進課　☎（54)1138

●消費生活相談　₉時～16時

　 商工観光課　11月15日㈪・17日㈬・19日㈮・22日㈪・26日㈮・

　29日㈪、12月₁日㈬・₃日㈮・₆日㈪・₈日㈬・10日㈮・13日㈪・

　15日㈬・17日㈮　☎（50)1300

　 自治振興課　11月24日㈬　☎（75)2111

●司法書士による法律相談　10時～15時

　市役所　　　　11月16日㈫、12月14日㈫

　（予約者優先　市民活動推進課　☎（54)1138)

●交通事故相談（要予約） 10時～15時

　環境安全課　11月24日㈬、12月₇日㈫　☎（50)1248

●心配ごと相談　10時～15時

　社会福祉協議会本所　12月₂日㈭　☎（54)4410

● 精神保健福祉相談（要予約）

　11月16日㈫・24日㈬、12月₁日㈬・16日㈭　13時30分～

● エイズ、クラミジア、梅毒、Ｂ型・Ｃ型肝炎検査（無料・要予約）

　11月22日㈪、12月13日㈪　13時～14時受付

●配偶者からの暴力に関する相談（要予約）　毎週水曜日

　電話での相談（毎週月～金曜日)　₉時～17時　☎（52)9310

●女性のための健康相談（要予約）　

　11月25日㈭　13時30分～15時30分　☎（52)9157

身近な相談室
市民相談 閉庁日を除く毎日　₈時30分～16時30分　

法律相談 市民対象　9時30分～1４時 予約は市民活動推進課☎（5４）1138
受付は予約日の₈時30分から10人まで ☎（50）1261

そのほかの相談

千葉県香取健康福祉センターの相談　☎（52）9161

相談は無料です。安心してお気軽にお電話ください。

☎０４７８－７９－０３７０

円心司法書士事務所 代表司法書士

植野  玄治

円心で親身に
          応対します。
  きっと生活が楽になりますよ。

まぁるいこころ

民事裁判・不動産登記・会社登記・成年後見・相続・遺産分割・遺言・供託・告訴・告発・・・なんでもご相談ください。

秘密
厳守

千葉県香取市北三丁目12番地18 第一北新ビル2階（国道356号線沿い佐原消防署前）

え  ん し  ん

借金に関するご相談は土・日・祝日
電話対応中・毎日夜１0時まで受付

返済でお困りの方へ
一人で苦しまないで！
法律と私はあなたの味方です。

〈広告〉

■
日
時　

11
月
25
日
㈭　

17
時

～■
場
所　

県
立
佐
原
病
院
1
階

多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容　

糖
尿
病
性
網
膜
症
に

つ
い
て　

講
師
：
県
立
佐
原
病

院
眼
科　

常
陰
英
俊
医
師

■
参
加
費　

無
料︵
予
約
不
要
︶

県
立
佐
原
病
院

 

☎
（54）

1
2
3
1

■
日
時　

12
月
8
日
㈬　

9
時
～

■
場
所　

潮
来
ホ
テ
ル　

1
階

会
議
室

船
舶
免
許
コ
ピ
ー
1
枚
、
写

真
︵
縦
4.5
㎝
×
横
3.5
㎝
︶
2

枚
、
住
民
票
︵
本
籍
地
記
載
︶

1
枚
、
料
金
1
万
円
︵
更
新
︶、

1
万
5
0
0
0
円
︵
失
効
︶
を

添
え
て
、
11
月
24
日
㈬
ま
で
に

水
郷
ボ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
へ

 

☎
0
2
9
9

（63）
1
2
3
1

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
﹁
食
﹂

や
﹁
農
﹂
に
関
す
る
正
し
い
知

識
を
学
習
し
、
健
全
な
食
生
活

を
身
に
付
け
る
﹁
食
育
﹂
の
普

及
・
定
着
の
た
め
、
食
育
推
進

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
2
日
㈭　

開
会

13
時
15
分　

受
付
12
時
30
分

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館

■
定
員　

2
0
0
人︵
先
着
順
︶

■
内
容　

講
演　
﹁
地
域
で
支

え
、
育
む
香
取
の
食
育
﹂　

講

師
：
浮う

き

谷や

王き
み

子こ

氏
︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
食
育
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

協
会
理
事
長
︶、
香
取
地
域
の

活
動
報
告
、
大
抽
選
会
な
ど

香
取
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

 

☎
（52）

9
1
9
2

　

香
取
市
・
水
郷
佐
原
観
光
協

会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち
お
こ
し
佐
原

の
大
祭
振
興
協
会
が
共
催
で
実

施
し
て
い
る
﹁
佐
原
の
観
光
と

祭
り
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
﹂
の
写

真
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

四
季
を
通
じ
た
自
然
景
観
・

水
郷
・
町
並
み
や
イ
ベ
ン
ト
を

題
材
に
し
た
﹁
観
光
部
門
﹂、

佐
原
の
大
祭
夏
祭
り
・
秋
祭
り

を
題
材
と
し
た
﹁
祭
り
部
門
﹂

の
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

◇
12
月
4
日
㈯
～
9
日
㈭　

10

時
～
16
時　

佐
原
中
央
公
民
館

カーテン専門店カーテン専門店 香取市

できます
商品券利用

く くと と

採寸・標準取付工事無料
インテリア

コーディネーター
がいるお店

〈広告〉

１
階
ロ
ビ
ー

◇
12
月
10
日
㈮
～
22
日
㈬　

10

時
～
17
時　

佐
原
町
並
み
交
流

館
商
工
観
光
課
☎
（50）

1
2
1
2

　

20
年
に
一
度
行
わ
れ
、
長
い

歴
史
と
伝
統
を
誇
る
﹁
第
54
回

式
年
銚
子
大
神
幸
祭
﹂︵
4
月

10
日
～
12
日
開
催
︶
の
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
展
示
を
行

い
ま
す
。

■
場
所　

市
役
所
1
階
ロ

ビ
ー
、
小
見
川
区
事
務
所
1
階

ロ
ビ
ー

■
期
間　

市
役
所
⋮
11
月
17
日

㈬
～
30
日
㈫
、
小
見
川
区
事
務

所
⋮
12
月
7
日
㈫
～
20
日
㈪

商
工
観
光
課
☎
（50）

1
2
1
2

　

香
取
市
国
際
交
流
協
会
で

は
、
市
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光

客
の
皆
さ
ん
に
素
敵
な
思
い
出

を
残
せ
る
よ
う
、
通
訳
ガ
イ
ド

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
交
流
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
異
文
化
へ
の
理
解

を
深
め
る
一
つ
の
き
っ
か
け
と

し
て
、
現
地
に
行
か
な
け
れ
ば

知
る
こ
と
の
で
き
な
い
メ
キ
シ

コ
の
実
情
や
魅
力
を
、
現
場
で

活
躍
さ
れ
た
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
講
演
を
行
い

火葬
埋葬

〈広告〉

ま
す
。

■
日
時　

11
月
20
日
㈯　

13
時

30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

佐
原
町
並
み
交
流
館

■
内
容　

香
取
市
の
国
際
交
流

に
つ
い
て
。
講
演
﹁
Ｖ
ｉ
ｖ
ａ

　

Ｍ
ｅ
ｘ
ｉ
ｃ
ｏ
！　

日
墨
友

好
4
0
0
年
～
遠
く
て
近
い
国

メ
キ
シ
コ
～
﹂　

講
師
：
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
チ
ー
フ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー　

田
辺
光
宏
氏

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

50
人
︵
先
着
順
︶

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル

で
香
取
市
国
際
交
流
協
会
事
務

局
︵
市
民
活
動
推
進
課
内
︶

☎
（50）

1
2
6
1

�

（52）
4
5
6
6

shim
in10@

city.katori.
lg.jp

■
日
時　

11
月
28
日
㈰　

13
時

～
15
時

■
場
所　

小
見
川
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
︵
さ
く
ら
館
︶

■
入
場
料　

無
料

あ
け
み
会
事
務
局　

菅
谷

 

☎
（83）

3
9
0
5

　

み
ん
な
で
、
身
近
な
森
に
親

し
み
楽
し
み
な
が
ら
、
森
の
自

然
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象　

小
学
生
以
上
︵
小
学

生
児
童
は
、
親
子
同
伴
︶

■
日
時　

11
月
20
日
㈯　

10
時

～
12
時
30
分
︵
受
付
9
時
30
分

～
︶

■
場
所　

県
立
東
庄
県
民
の
森

■
定
員　

25
組

■
参
加
費　

1
組
2
0
0
円

■
内
容　

森
の
観
察
、
サ
ツ
マ

イ
モ
の
収
穫
・
試
食
体
験
、
ク

ラ
フ
ト
体
験

■
持
物　

飲
み
物
、筆
記
用
具
、

軍
手県

立
東
庄
県
民
の
森

 

☎
（87）

0
3
9
3

　

松
・
竹
・
藤
つ
る
な
ど
を
利

用
し
た
、
ミ
ニ
門
松
、
ク
リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り
を
体
験
し

ま
せ
ん
か
。

■
対
象　

小
学
生
以
上
︵
小
学

生
児
童
は
、
親
子
同
伴
︶

■
日
時　

12
月
18
日
㈯　

9
時

30
分
～
12
時
30
分
︵
受
付
9
時

～
︶

■
場
所　

県
立
東
庄
県
民
の
森

木
工
室

■
定
員　

ミ
ニ
門
松
づ
く
り
⋮

25
組
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ

く
り
⋮
10
組

■
参
加
費　

ミ
ニ
門
松
づ
く
り

⋮
1
人
1
5
0
0
円
、
ク
リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り
⋮
1
人

5
0
0
円

■
持
物
な
ど　

作
業
し
や
す
い

服
装
、
軍
手

県
立
東
庄
県
民
の
森

 

☎
（87）

0
3
9
3

　

1
0
0
人
の
手
に
渡
さ
れ
た

ろ
う
そ
く
の
火
に
よ
り
、
幻
想

的
な
光
景
が
広
が
り
ま
す
。

■
日
時　

12
月
3
日
㈮　

17
時

30
分
～
18
時
30
分

■
場
所　

佐
原
中
央
病
院

■
内
容　

第
1
部
⋮
キ
ャ
ン
ド

ル
サ
ー
ビ
ス
と
火
の
誓
い

第
2
部
⋮
佐
原
中
学
校
合
唱
部

に
よ
る
発
表

佐
原
中
央
病
院
☎
（55）

1
1
1
3

式
年
銚
子
大
神
幸
祭

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
展

船
舶
免
許
更
新
失
効
講
習
会

県
立
佐
原
病
院

健
康
教
室

食
育
推
進
大
会

親
子
森
の
学
校

佐
原
の
観
光
と
祭
り

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
展

国
際
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

ミ
ニ
門
松
・
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
づ
く
り
体
験

キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
と

火
の
誓
い

あ
け
み
会

大
正
琴
発
表
会

催し



広報 122010年（平成22年）11月15日

人口と世帯

10月₁日現在
人　口／8４,679人（−52）
　　男／４1,869人（−29）
　　女／４2,810人（−23）
世帯数／29,４32戸（＋18）

広報かとりは再生紙を使用しています

　

先
日
、
1
0
0
歳
の
長
寿
の

お
祝
い
の
取
材
で
1
0
0
歳
を

迎
え
ら
れ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
宅
を
訪
問

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
顔
色
が
良

く
お
元
気
で
、
中
に
は
新
聞
を

毎
日
読
む
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ど

も
い
て
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
が
や
っ
て

き
ま
す
が
、
お
身
体
に
気
を
つ

け
て
も
っ
と
長
生
き
で
き
る
よ

う
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
今
回
の
取
材
で
刺
激
を

受
け
、
規
則
正
し
い
生
活
、
適

度
な
運
動
な
ど
日
ご
ろ
か
ら
実

践
で
き
る
こ
と
を
意
識
し
て

や
っ
て
い
き
、
年
齢
の
欄
に
3

桁
の
数
字
を
書
け
る
ま
で
長
生

き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
目
標

は
腕
立
て
伏
せ
、
腹
筋
、
逆
立

ち
が
で
き
る
グ
レ
ー
ト
な
お
年

寄
り
！ 

︵
T
︶

今月の納期限

固定資産 （₄期）

国民健康保険税 （₅期）

介護保険料 （₅期）

11月30日㈫

【市民のひろば】

パパ 脩夫さん
ママ 嘉奈さん

鈴
すず
木
き
 佑
ゆう
和
わ

くん（佐原イ）

お祭り大好き！
元気いっぱいわんぱく坊
主です。

パパ 藤宏さん
ママ 美幸さん

山
やま
口
ぐち
 春
しゅん
輔
すけ

くん（附洲新田）

お兄ちゃん大好き♡
いつも元気いっぱい遊んで
いるよ。

パパ 勇介さん
ママ 貴恵さん

池
いけ
田
だ
 愛
あい
琉
る

ちゃん（丁子）

食べることが大好きです
♡たくさん食べて大きくな
ります。

パパ 正博さん
ママ 里枝さん

齋
さい
藤
とう
 麻
ま
衣
い

ちゃん（北）

キティちゃんと公園が大
好きなおてんば娘です♡

私たちイラスト部は、主にイラス
トやマンガなどを描いていますが、
マンガ甲子園、東総合同マンガ展
などにも参加しています。現在は、
学園祭に向け、部誌の作成やラミ
カの作成などをしています。また、
マンガ検定を本校で受検すること
もできます。₃級から始めて₁級
に合格した人もいます。

イラストの好きな仲間たち

佐高ソフトテニス部です！
　私たち佐原高校ソフトテニス部
は男子16人、女子17人で活動して
います。基礎練習を大切にしなが
ら、試合に必要な技術を磨いてい
ます。多くの人への感謝の気持ち
を忘れずに、時間を有効に使い、
先輩を超えることができるよう頑
張っていきたいと思います。

高校生
部活紹介

Vol.16

 

千
葉
萌
陽
高
校

 

イ
ラ
ス
ト
部

 

佐
原
高
校

 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

▲2010年新人大会にて

パパ 一晃さん
ママ 綾子さん

篠
しの
塚
つか
 遼
はる
眞
ま

くん（大倉）

いつも元気いっぱい！
いたずら大好き。毎日我が
家は運動会です。

　はがき₁枚に俳句₂句・短歌₂首のどちらかと、本名、
住所、電話番号を記入し、〒287‐8501　広報かとり「俳
句」または「短歌」の係まで。毎月15日までの到着分
を審査し、翌月号に掲載。掲載される作品は、選者に
より評を踏まえて添削される場合があります。 ■作品募集

文芸文芸

パパ 忠延さん
ママ 芳恵さん

保
ほ
科
しな
 瞳
とう
生
い

くん（伊地山）

外で遊ぶの大好き。おも
ちゃの車でドライブしてく
れる人募集中だよ♡

パパ 圭樹さん
ママ 真弓さん

伊
い
藤
とう
 大
たい
晟
せい

くん（佐原イ）

パパとママはたいくんが
大好き♡行くぞＷ杯！

▲マスコット「アライさん」と
　一緒に！！

パパ 登司さん
ママ 真紀さん

飯
いい
田
だ
 汐
し
音
おん

くん（磯山）

ねえね大好き♡
仲良く遊ぼうね。

1歳
 9カ月

1歳
 9カ月

1歳
 9カ月

1歳
 9カ月

1歳
 9カ月

1歳
 9カ月

1歳
 9カ月

1歳
 9カ月

爪
立
ち
し
姉
の
棺
に
手
を
添
へ
ぬ
永と

久は

の
別
れ
は
言
葉

に
な
ら
ず�

髙
木　

マ
サ
︵
岩
部
︶

流
れ
く
る
香
に
見
上
ぐ
れ
ば
庭
先
に
金
木
犀
は
咲
き
は

じ
め
た
り�

加
藤　

昭
︵
田
部
︶

こ
の
年
も
米
価
下
落
に
コ
ス
ト
高
い
よ
い
よ
斜
陽
と
な

り
ゆ
く
か
農�

宮
﨑　

弘
（
白
井
）

庭
先
に
菜
っ
ぱ
大
根
青
み
き
ぬ
元
気
を
も
ら
ひ
老
い
を

生
き
ゆ
か
ん�

関　

ゆ
き
え
︵
三
島
︶

二
時
を
さ
し
止
ま
れ
る
ま
ま
の
ぼ
ん
ぼ
ん
時
計
ぜ
ん
ま

い
巻
け
ば
甦
り
た
り�

細
野　

し
け
︵
仁
良
︶

　

 

香
取
歌
壇 

稲
村　

恒
次
選

娘こ

の
く
れ
し
ワ
イ
ン
で
夫つ

ま
の
喜
寿
祝
い
つ
つ
が
な
き
明

日
を
共
に
願
い
ぬ�

大
橋　

と
き
︵
沢
︶

評
・
娘
さ
ん
か
ら
の
ワ
イ
ン
は
、
父
の
喜
寿
を
祝
う
感
謝
の
心
を

込
め
た
贈
り
物
だ
。
そ
の
ワ
イ
ン
で
夫
と
共
に
乾
杯
し
て
喜
寿
を

祝
い
、
将
来
へ
の
安
泰
を
願
う
。
温
か
く
明
る
い
一
家
が
象
徴
さ

れ
て
、
読
者
に
も
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
佳
什
。

晩
秋
や
校
歌
で
閉し

め
る
同
期
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

尾
形　

孟
︵
み
ず
ほ
台
︶

利
根
を
背
に
生
き
て
六む

十そ

路じ

の
秋
涼
し　
　
　
　
　
　

　
　

�

太
田　

正
彦
︵
富
田
︶

神
橋
は
太
古
の
ま
ま
や
紅
葉
山

　
　
　
　
　
　
　
　

�

諏
訪　

延
子
︵
白
井
︶

案
じ
て
も
梲

う
だ
つ
あ
が
ら
ぬ
秋
灯
下　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

�
宮
﨑　

弘
︵
白
井
︶

の
ち
の
ち
を
願
い
た
く
し
て
曼
珠
沙
華

　
　
　
　
　
　

�

高
木　

知
恵
︵
大
崎
︶

　

 

香
取
俳
壇 

増
田　

斗
志
選

戦た

た

か争
う
国
飢
え
る
国
あ
り
文
化
の
日

�

山
本　

美
津
江
︵
阿
玉
台
︶

評
・
十
一
月
三
日
、
こ
の
日
は
文
化
に
功
労
の
あ
る
者
に
対
し
て

文
化
勲
章
が
授
与
さ
れ
る
式
典
が
皇
居
で
行
わ
れ
る
。
こ
ん
な
目

出
た
い
日
に
作
者
は
飢
え
る
国
や
戦
争
を
し
て
い
る
国
を
脳
裏
に

浮
か
べ
、
真
の
文
化
の
意
義
に
心
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。


